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第６章　補強土壁

６－１　補強土壁の定義と適用

ハイウォールの内部安定の照査
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　補強土壁の部材の安全性の検討を行うには、補強材で分割された”境域”毎に行

う。ハイウォールではハイウォール層毎に分割された”領域”で検討を行う。

。

ハイウォールは補強土壁に分類される。既存の補強土壁の”補強材”に変わり、ジオセルの”拘束
力”効果を利用している以外は、理論的には同じである。

６－２　設計一般

（1）の部材の安全性は、ハイウォールでは、各層毎の”転倒・滑動”の検討を行うことと同意です

各層の”転倒・滑動”で安全の照査は、”土圧と補強材の引抜き抵抗力が釣り合いを保つ”状態の照
査と同じであり、従って”一つの土工構造物として安定を保つ”事の照査である。

ハイウォールでは、各層毎の”転倒・滑動”の照査を、土圧-自重の関連性から”断面変化の最
下層”での照査とした。
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